2010年1月

早くも…21世紀最初の10年間が過ぎ去り、私たちは希望と期待とともに新しい年を過ごし始めています。
2009年末を振り返ると、ドイツとポーランドでの12月の講義ツアーが大成功でした。ドイツでの受講者には、Dr. Florian Faessler率いる“バイエルン”アレキサンダー研究会もいました。いくつかの診療所を訪問する機会があったのですが、診療所の美しさに、またとりわけ矯正治療の質に、とても感心しました。

私の人生における喜びのひとつは、自分の生徒が先生よりも優れた矯正医になるのを見ることです^_^
続いての滞在地はポーランドのクラクフでした。東ヨーロッパに足を踏み入れるたびに、第二次世界大戦とソビエト連邦で人々が味わったであろう苦難が頭をよぎります。アウシュビッツの強制収容所を訪問し、戦争の恐ろしさをありのままに感じるとともに、私たちが享受している今日の自由に命をささげた人々への感謝を決して忘れてはならないと思いました。

講義のテーマには、“バイオメカニクス”と“ガイドライン”に関する私の近ごろの関心が盛り込まれました。コースの焦点は、治療の最後に歯牙が『どこ』にあるべきか…また、メカニック的に、『どのように』それを達成できるかです。

これを読まれる皆さんが素晴らしいホリデーシーズンを過ごされたことを望み祈ります。私たち家族は、幸運にもコロラド州・アスペンにてスキーとリラックスの時間を過ごすことができました。この“老人”はまだスキーで山を降りることができますよ！^_^
さて、それでは…未来に向けて！！
2010年1月はすでに出だしが良く、アーリントンにて上級プリンシプルコース、続いてニューヨークにてニューヨーク大学の大学院生たちと私の経験を分かち合いました。

この新たな10年を始めるにあたり、私がアメリカン・オーソドンティックス（AO）との関係にどれほど満足しているかを皆さんに知っていただきたいです！質の高い商品の開発援助に力を注ぎ、私たちのシステムを最高のものにしようとしてくれています。AOとの間で問題や行き違いがあったら、遠慮無く私に連絡してください。私たちの最高のブラケットシステム作りに専念してくれており、あなたのお手伝いをしたがっています。

私の次の講義は、2月12日・13日にシカゴのイリノイ大学で行われます。

詳しい情報はこちらの連絡先より入手できます：

アメリカン・オーソドンティックス　担当Kim Damrow (800-558-7687)
